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研究成果の概要（和文）：組織的な「失敗からの学び」を得意とする組織は多くはない。本研究では、組織的な
「失敗からの学び」を多く実施してきている組織を題材に、(1)失敗談や失敗防止策に関して個人的にアドバイ
スを得た経験がある人は、失敗談や失敗防止策に仲間に対して個人的にアドバイスを行う傾向があるというこ
と、(2)組織的な「失敗からの学び」は知の深化に対する有効性が高い一方で、知の探索に対しては有効性が低
いこと、(3)コンピュータベースの活用と組織記憶の関係性など、について明らかにした。さらに、(4)織文化の
可視化手法を共分散構造分析を用いて開発・提案した。

研究成果の概要（英文）：Not many organizations excel at organizational "learning from failure”. In 
this study, using organizations that have implemented many organizational "learning from failure" 
activities , we found that (1) people who have personally obtained advice regarding failure stories 
and failure prevention strategies tend to give advice to their peers personally, (2) organizational
 "learning from failure" is highly effective for  knowledge exploitation, but less effective for 
knowledge exploration, and (3) the relationship between computer-based utilization and 
organizational memory. Furthermore, (4) a visualization method of organizational culture was 
developed and proposed using covariance structure analysis.

研究分野： 経営情報学

キーワード： 失敗からの学び　組織記憶　情報技術の影響　組織文化

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
企業の成長に向けて「失敗からの学び」は必要不可欠なものである。しかし、「失敗からの学び」をどのように
すれば上手く推進できるのかは不明なので、多くの企業がその推進に苦労してきた。
本研究では、組織的な「失敗からの学び」に長く取り組む企業事例を調査し、その促進要因を探求したので、組
織的な「失敗からの学び」を達成したいと願う企業に対して有益な示唆を与える。また、従前の研究ではなかな
か進まなかった組織的な「失敗からの学び」に関する研究を促進させるものであり、経営情報研究や知識経営研
究に新たな視点を与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

ひとや企業は、失敗を犯すことがある。ひとの場合は、個人的な内省により再発防止策を

検討・実施することが可能である。組織での意思決定ミス・相互チェック漏れ・作業ミスに

よる損害・損失の発生といった組織失敗の場合は、失敗者以外の組織構成員が同一の失敗を

犯す可能性があるので、失敗者が失敗の詳細を公開し、再発防止策を組織で検討・定着(組

織学習)する必要がある。 

従来の「失敗からの学び」に関する研究は、事例に基づく定性的研究が主流であり、失敗

の再発防止に向けた活動方法としての期待が大きい。しかし、企業ごとの特性を具体的に把

握し、特性に応じて「失敗からの学び」の効果を広く高める活動に結び付けるには至ってい

ない。従って、「失敗からの学び」の阻害要因と促進要因を定量分析等により明らかにする

必要がある。 

 
２．研究の目的 

企業や組織において「失敗からの学び」を成功させているところは少ない。本研究では、

経営パフォーマンスの向上に向けた組織的な「失敗からの学び」の成功のために、日本のオ

ーナー経営者はどのような仕掛け(制度・ルール・情報システム)を構築すればよいかを明ら

かにする。 

具体的には、日本企業における組織的な「失敗からの学び」に関する、(1)阻害要因の特

定、(2)阻害要因を克服するための要因(促進要因)の特定、(3)阻害要因を克服するための仕掛

けの解明、を行う。 

 
３．研究の方法 

本研究では、(1)Web を用いたアンケート調査を日本に対して実施する。次に、(1)のアン

ケートデータを用いた共分散構造分析により、(2)組織的な「失敗からの学び」の阻害要因と

促進要因(阻害要因を克服するための要因)を特定し、(3)日本企業では、組織的な「失敗から

の学び」阻害要因を促進要因がどのようにして克服しているか、解析を行った。(4)また、組

織的な「失敗からの学び」の促進要因を実現するための仕掛け(制度・ルールや情報システ

ム)について探索的研究を実施した。(5) さらに、この過程で、組織的な「失敗からの学び」

の背後にある組織文化の可視化を実施するための手法開発を行い、提案を行うとともに、試

行的な検証実験を実施した。 

 
４．研究成果 

本研究の目的は、日本企業における組織的な「失敗からの学び」に関する、①阻害要因の

特定、②阻害要因を克服するための要因(促進要因)の特定、③阻害要因を克服するための仕

掛けの解明、の 3 点であった。この 3 点に即して研究成果を述べる。 

(1)阻害要因の特定： 

組織学習プロセスにおけるデータ取得段階では、失敗者の羞恥心が阻害要因になる、また、

組織記憶に際して、コンピュータはデータや情報の記録には有用である一方で、組織構成員



の脳による記憶を阻害する可能性がある、ことを仮説として抽出した。 

(2)阻害要因を克服するための要因(促進要因)の特定： 

組織学習プロセスのデータ取得段階におけるその阻害要因は、利他的精神や共感により緩

和することができる、また、データ配信段階では、合理性の理解が促進要因になる、データ

配信段階におけるその促進要因は、利他的精神、自己成長意欲、共感により強化される、情

報解釈の段階では、認知的な枠組みや情報の表現方法がこれを促進する、ことを抽出した。 

(3)阻害要因を克服するための仕掛けの解明： 

失敗の当事者が失敗からの学びの取り組みを推進することや「失敗からの学び」の成果を組

織的に共有するために IT を用いた情報共有を行うことで組織とすることなどもわかってき

た。 

具体的には、①コンピュータ・レポ

ジトリは、組織記憶を直接強化す

るのではなく、②脳の記憶のよう

なソフト・メモリと文書のような

ハード・メモリの両方を増強する

ことを介して、③ソフト・メモリと

ハード・メモリは組織記憶を強化

する、ということが分かった(図 1)。 

また、失敗を繰り返さないように

するための知識の共有に際して

は、組織全体に一斉に知識共有を

するよりも、特定の仲間に対する

「打ち明け」を行うことにより知識

を拡散させることの有効性が示唆

された。 

さらに、組織的な「失敗からの学び」

の背後にある組織文化の可視化を

行うことを目的に、統計分析手法で

ある多次元尺度構成法を用いた手

法開発を行い、日本企業に可視化提

案を行った(図 2)。また、それらの

企業内で試行的な検証実験を実施

したところ、当該企業の組織文化を

可視化できる可能性が示唆された。 
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Manufacturing Company with Multi-Dimensional Scaling: How Do We Change Corporate 

Culture?” Proceedings of The 22nd Pacific Asia Conference on Information Systems 
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